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一般財団法人　ヒートポンプ・蓄熱センター 

特　徴

ヒートポンプ（全般）

自然界に存在する空気や◆

◆
◆

水、地中には太陽を起源とした熱エネルギーが蓄えられている。その熱エネル
ギーを利用可能な形に集め、空調や給湯・給水加温、乾燥に利用する技術が「ヒートポンプ」。
化石燃料の代わりに空気や水の熱エネルギーを利用するため省エネ性が高く、CO2 排出抑制が可能。
ヒートポンプは冷暖房用のエアコンや給湯機など民生部門を中心に導入が進んでいるほか、産業プロセ
スの乾燥工程や加温（120℃未満）などの加熱需要にも適用可能。

概 要 or 原 理

・ ヒートポンプには燃焼装置やヒーターは入っておらず、代わりに熱媒体（熱を伝える物質、冷媒ともいう）
を圧縮させるモーター駆動のコンプレッサーが入っている。

・ 冷媒を圧縮・膨張させながら循環させ、空調の場合は室内の熱を室外に出したり、逆に室外の熱を室内
に取り込むことによって冷・暖房を行うことができる。

・ 冷媒の温度が変動するのは「気体を圧縮すると温度が上がり、圧力を下げる（膨張する）と温度が下が
る」という原理に基づく。

ヒートポンプの適用分野
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導入実績または予定

　国内 ヒートポンプ技術を活用した機器例 

　海外 業務用建物の冷房や地域冷房には、ヒートポンプ技術を活用し高効率ターボ冷凍機が世界で広く活
用されているが、近年、インバータ制御による可変速運転を行うターボ冷凍機が実用化され、さら
に大幅な省エネ性能を達成している。
ヨーロッパでは暖房にヒートポンプを使った地中熱システムが広く導入されているが、それに加え
て、日本メーカーが開発した空気熱源ヒートポンプも増加している。

省エネ効果 & 特記事項

基準年度（2015 年度）に対し、ヒートポンプが普及拡大した場合の、業態別（家庭用・業務用・産業用・
農業用・その他）および用途別（給湯・空調・加温・融雪等）における一次エネルギー・温室効果ガ
スの削減効果は以下の通り。（当センター試算　2017年）
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